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会 長 代 表 挨 拶  

熊本平成RC 会長 梅田 和宏 
               

 
 

として衷心より感謝を申し上げます。 

 昨年は新年早々、能登地方に甚大な被害をもたらした地震が襲い、思うような復旧が進ままない中、大

雨により追い打ちをかけられ、その惨状には全国民が心を痛める出来事がありました。熊本地震や人吉地

方の水害を経験している我々に出来ることを、フィードバックし、寄り添い、被災された方々の日常が一

日も早く戻ってこられることを、祈るばかりです。 

 また、記録的な猛暑にもみまわれ辟易された方も多いと思いますが、パリオリンピック、パラリンピッ

クでの日本人選手の活躍は見事で、多数のメダル獲得となり、大きな感動と興奮を届けてくれました。テ

クノロジーの進化で、様々なことが簡単で便利になり、昭和の価値観と乖離してしまった令和の今ですが、

スポーツが生み出すドラマや爽快感は、時代が変わっても不変のようです。そして、大谷翔平選手の活躍

は皆様ご承知の通りで、日本人にとって彼ほど誇らしいスポーツ選手は、居ないのではないでしょうか今

シーズンも怪我なく活躍して、さらに我々を驚かせて欲しいものです。 

 さて、我が郷土である熊本では、TSMCの建設に伴い関連企業の進出や、周辺の整備事業とインバウン

ドなどでの経済効果を生み出しましたが、いいことばかりではなく人材不足、人件費の高騰、地価の高騰

と、私たちの生活や、事業の継続 継承していくうえで最も厳しい局面に立っているのも現実です。今年

は第二工場の建設が始まり、今後の先行きが気になるところでもあります。 

 最後に、今期2720地区 三村彰吾ガバナーは「寛容な心で未来を、ロータリーの未来を、そして若者の

未来を考えよう」とスローガンを掲げられました。ロータリーの未来、若者の未来を考えるうえで、各個

人の職業を高潔なものにし、若者の未来が豊かになるよう教育育成を支援し、ロータリーの目的を理解し

て、ロータリーの理想を実践していくことで、世界の、日本の、熊本の子供たちの未来が切り開けるので

はないでしょうか。昨年は、大きな自然災害や事故が発生し、多くの方々が困難な状況に直面しました。

このような時にこそ、ロータリーの精神で、迅速かつ効果的な支援を提供することが求められます。本年

もロータリークラブが一丸となって地域社会の復興と支援 発展に寄与できるよう、全力を尽くし「ロー

タリーのマジック」を生み出していこうではありませんか。 

 以上、粗辞ではございますが、代表挨拶とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 新年あけましておめでとうございます。私、熊本平成ロ

ータリークラブ会長を仰せつかっております、梅田和宏で

ございます。職業分類は建設資材販売、ロータリー歴は7年

10ケ月です。不慣れで恐縮ではありますがよろしくお願い

いたします。 

 ご来賓の方々をはじめロータリアン各位におかれまして

は、良き年を迎えられたことと存じます。年初でご多忙の

中、ご参集賜り新春合同例会を催すに至り、ホストクラブ

として衷心より感謝を申し上げます。 

 



 

ご来賓祝辞 

熊本県知事 木村 敬様 

   
 皆様が、崇高な奉仕の理念のもとに、それぞれの地域において、安心安全で豊かな地域社会実現のた

め、青少年の健全育成活動をはじめ、様々な社会貢献活動に御尽力いただいていることに対し、深く敬意

を表します。本年も引き続き、会員の皆様が相互の交流を一層深められ、活動の場を更に広げていかれま

すことを大いに期待しております。 

 私は、昨年４月に知事に就任させていただいてから、「くまもと新時代」を目指し、現場主義と「県民

が主人公の県政」をモットーに、県政運営に取り組んでおります。 

 昨年１２月には、県民の皆様、市町村、関係団体のご意見を踏まえつつ、県政運営の基本方針となる

「くまもと新時代共創基本方針」と具体的な施策・事業をまとめた「総合戦略」を策定しました。 

 また、TSMCの進出を契機とした将来の発展に向けた良き流れを県下全域に波及させる取組みを行うと

ともに、半導体関連産業のさらなる集積を見据え、人材の育成・確保、渋滞解消、地下水保全といった課

題にも県庁一丸となって取り組んでいるところです。 

 知事就任２年目を迎える本年は、これまで種まきしてきた様々な政策が、一つずつ確実に花を開き、実

を実らせていく一年にしなければならないと、決意を新たにしたところであります。 

 喫緊の課題解決に向けた対応策や取組みの検討・実施を進めるとともに、「世界に広がる」「人を育て

る」「共に創る」をキーワードとし、「県民みんなが安心して笑顔になり、持続的で活力あふれる熊本の

未来を共に創る」ことを基本理念とする基本方針のもと、引き続き県民の皆様とともに対話と挑戦を続け

て参ります。 

 ロータリークラブの皆様におかれましては、引き続き、県政への御理解と御協力を賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。 

 結びに、熊本市域ロータリークラブの今後益々の御発展と、会員の皆様の益々の御健勝と御活躍を心か

ら祈念いたしまして、新年の御挨拶といたします。 

 

熊本市長 大西 一史様 

 

 新年、明けましておめでとうございます。 

本日、熊本市域ロータリークラブ新春合同例会がこのように多く

の皆様のご臨席のもと、盛大に開催されますことを心からお慶び

申し上げます。 

 熊本市域ロータリークラブの皆様方におかれましては、日頃か

ら、地域や青少年への支援活動や、ポリオ根絶への対策支援な

ど、様々な社会貢献活動を通じて、地域の発展にご尽力いただい

ておりますことに、深く敬意と感謝の意を表する次第です。 

 

表する次第です。 

 

 明けましておめでとうございます。 

 熊本市域ロータリークラブの会員の皆様におかれまして

は、よき新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。併せま

して、本日、熊本市域ロータリークラブの新春合同例会がこ

のように盛大に開催されますことを、お祝い申し上げます。 

 また、日頃から県政の推進に、御理解と御協力を賜り、厚

く御礼申し上げます。 

 



 

 さて、昨年は、本市の最上位計画である「第八次総合計画」に基づくまちづくりが四月にスタートし、

八月には市電、そして、十一月には水道事業がそれぞれ百周年を迎えるなど、新たなステージへ歩み始め

た一年となりました。 

 また、半導体関連企業の熊本進出やインバウンドの増加等により、地域の活性化に向けた千載一遇のチ

ャンスを迎える中、この効果を最大化するため、戦略的な企業誘致や観光施策の展開など、様々な取組を

進めてまいりました。 

 こうした状況を踏まえ、新たに迎えました本年は、昨年に引き続き、県知事とのトップ会談等を開催し、

県や近隣市町村との連携をさらに深めながら、慢性的な交通渋滞の解消のほか、半導体関連企業の熊本進

出に伴う諸課題や地下水をはじめとする環境保全等にスピード感を持って取り組んでまいります。 

 また、今年度策定予定の「（仮称）熊本市こども計画」に基づき、結婚・妊娠・出産・子育てのライフ

ステージに応じた対策を総合的に推進するなど、だれもが明るい未来を展望し、希望を抱くことができる

「上質な生活都市くまもと」の実現に向け全力で邁進してまいりますので、皆様方におかれましては、 

なお一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。 

 結びに、本年が皆様にとりまして素晴らしい一年になりますことを、心から祈念申し上げまして、新年

の挨拶とさせていただきます。 

  

幹事代表報告（ 熊本平成 RC 幹事 西島 隆弘） 

【例会変更】 

①熊本城東 RC 1 月 27 日（月） → 同日 12：00～ 職場訪問例会へ変更 

於：Café 徒然／Bar Prima 

②熊本東南 RC 1 月 29 日（水） → 休会（クラブ指定） 

 

スマイル報告（ 熊本平成 RC スマイル担当 泉 拓磨） 

 

 

    

 

 

 

 

 

                   
                                    スマイル贈呈 

                     熊本県 RC 奨学会理事長 小野友道様                                  スマイル贈呈 

＜熊本市域ＲＣ新春合同例会スマイル報告＞          熊本平成ＲＣ 泉拓磨 スマイル委員長 

「本日、熊本市域１７ロータリークラブならびに 

ロータリー衛星クラブから集まりましたスマイルは、351,000 円 でした。公益財団法人 熊本県ロータリー奨

学会へ寄付させて頂きます」 

目録贈呈 熊本平成 RC 梅田和宏 会長より 

熊本県ロータリー奨学会 小野友道 理事長へ 



 

             出 席 報 告                                                                                   

     アトラクション2(津々浦太陽 様) 

    

           

 

       

 

 

閉会の辞(熊本西稜 RC 丸谷均会長)      

 

    

      乾杯(三村彰吾カバナ゙ー).                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 挨拶（三村彰吾ガバナー）  

手に手つないで                 

                 

 

    

 

 

 

                

  会 員 総 数 20名   出 席 率 

1 

月 

7 

日 

出席免除会員数 ０名   

  

  

５０．００％ 

計算上会員数 20名 

出席会員数 10名 

12 

月 

2 

日 

前回の出席会員数 10名    

  

７５．００％  
メークアップ数 ３名 

修正出席会員数 15名 

メークアップ済み会員及メークアップ訪問先 

・熊本南ＲＣ 河島 君 

・熊本グリーンＲＡＣ 宮部 君 

・次年度ガバナーとのミーティング 田代 君 


